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テント式多目的ドームの整備について／生活保護制度の適正な運用について

童謡赤とんぼ・露風の発信パワーアップ／子育て支援としてのデジタル人材育成
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テ
ン
ト
式
多
目
的
ド
ー
ム
の
整
備

に
つ
い
て

	

約
１
，
５
０
０
人
規
模
の
テ
ン

ト
式
多
目
的
ド
ー
ム
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

	

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
様
々
な

活
用
が
で
き
る
た
め
、
交
流
人
口
の

増
加
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

が
見
込
め
る
施
設
と
し
て
、
整
備
の

提
案
を
民
間
か
ら
募
集
す
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

	

国
・
県
の
補
助
制
度
や
民
間
活

力
、企
業
連
携
を
含
め
、実
現
す
る
可

能
性
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

	

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実

施
の
検
討
の
中
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
は
じ

め
と
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
整
備

手
法
や
国
・
県
の
補
助
金
制
度
の

ほ
か
、
建
設
費
や
維
持
管
理
費
等
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

	

防
災
面
で
の
活
用
を
含
め
た

多
目
的
施
設
と
し
て
検
討
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

童
謡
赤
と
ん
ぼ
・
露
風
・
生
母
碧
川

か
た
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

	

た
つ
の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
目

玉
と
し
て
、童
謡
赤
と
ん
ぼ
、三
木
露

風
と
生
母
碧
川
か
た
を
題
材
と
し
た

ド
ラ
マ
化
・
映
画
化
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
化
す
べ
き
。
そ
の
一
体
的
な
発
信

を
、
ド
ラ
マ
化
映
画
化
に
留
ま
ら
ず
、

訪
れ
た
く
な
る
住
み
た
く
な
る
、
た

つ
の
戦
略
的
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
結
び
つ
け
る
べ
き
。

	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
は
し
な
い

が
、
赤
と
ん
ぼ
、
露
風
、
碧
川
か
た
は

全
国
に
誇
る
資
源
。「
ま
ち
未
来
創

生
戦
略
」
の
基
本
目
標
「
人
口
還
流
」

の
主
な
取
組
「
観
光
振
興
と
魅
力
発

信
」
へ
の
位
置
づ
け
を
検
討
中
。
さ

ら
な
る
魅
力
発
信
は
、観
光
誘
客
、定

住
・
交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
た
め
、
地
域
の
持
続
的
な
発

展
の
戦
略
的
な
取
組
を
行
う
。

子
育
て
支
援
と
し
て
働
き
や
す
い
ス

マ
ー
ト
ワ
ー
ク
都
市
へ

	

子
育
て
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
人

	

施
設
機
能
集
約
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
「
た
つ
の
市
公
共
建

築
物
再
編
実
施
計
画
」
と
の
整
合
が

と
り
に
く
い
こ
と
や
、
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。

生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
つ
い
て

	

生
活
保
護
開
始
時
の
審
査
に

つ
い
て
。

	

申
請
に
至
っ
た
経
緯
・
生
活

状
況
等
の
聞
き
取
り
、収
入
・
資
産
・

扶
養
義
務
者
の
調
査
、
自
宅
訪
問
を

行
っ
た
上
で
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

保
護
の
基
準
に
照
合
し
、
要
否
判
定

を
行
っ
て
い
る
。

	

受
給
開
始
後
の
現
状
確
認
に

つ
い
て
。

	

国
の
通
知
を
基
に
作
成
し
た

年
間
訪
問
計
画
に
よ
り
、
世
帯
類
型

や
助
言
・
指
導
の
必
要
性
に
応
じ
、

訪
問
、調
査
を
行
っ
て
い
る
。

	

生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止
の

主
な
理
由
に
つ
い
て
。

	

停
止
の
主
な
理
由
は
収
入
の
増

加
で
、廃
止
の
主
な
理
由
は
死
亡
、市

外
へ
の
転
出
、就
労
等
で
あ
る
。

	

適
正
な
制
度
運
用
に
つ
い
て
。

	

法
令
・
保
護
の
基
準
・
通
達
を

網
羅
し
た
生
活
保
護
手
帳
の
活
用
、

年
間
訪
問
計
画
に
基
づ
く
訪
問
、
調

査
の
実
施
、
毎
年
兵
庫
県
の
監
査
を

受
け
る
な
ど
、
適
正
な
制
度
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

材
育
成
の
取
組
や
講
座
を
実
施
で
き

な
い
か
。
保
育
充
実
に
留
ま
ら
ず
、

子
育
て
中
で
も
場
所
や
時
間
に
と
ら

わ
れ
な
い
働
き
や
す
さ
や
テ
レ
ワ
ー

ク
、
産
業
面
の
人
材
不
足
に
貢
献
す

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
。｢

子
育
て

×
デ
ジ
タ
ル
人
材
×
産
業
・
ス
マ
ー

ト
ワ
ー
ク｣

を
結
ぶ
戦
略
視
点
で
、

子
育
て
世
代
の
移
住
定
住
、
人
口
政

策
に
組
織
横
断
で
取
り
組
む
べ
き
。

	

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
の
取
組
や

講
座
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
子
育

て
世
代
を
含
め
た
就
労
支
援
と
人
材

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
テ
レ

ワ
ー
ク
に
特
化
せ
ず
仕
事
と
子
育
て

が
両
立
で
き
る
取
組
も
調
査
研
究
す

る
。
審
議
中
の
「
ま
ち
未
来
創
生
戦

略
」
で
は
分
野
や
組
織
を
超
え
た
包

括
的
取
組
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
か
ら
の
有

害
物
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

	

指
針
超
え
の
対
策
強
化
、
隣
接

民
間
工
場
と
の
調
査
連
携
に
つ
い
て
。

	

緊
急
対
策
を
実
施
し
た
結
果
、放

流
水
の
検
出
値
は
大
幅
に
低
減
。
中

長
期
的
対
策
と
し
て
放
流
水
の
確
実

な
浄
化
管
理
の
継
続
、
デ
ー
タ
の
詳
細

分
析
、
現
地
調
査
を
通
じ
た
科
学
的
・

技
術
的
検
証
を
進
め
、
検
査
結
果
の
公

表
等
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努

め
る
。
ま
た
、
県
と
連
携
し
、
隣
接
の

民
間
施
設
へ
の
調
査
協
力
を
図
る
。
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